
　四国における外国人延べ宿泊者数

※　観光庁発表の宿泊旅行統計調査(2023年確定値）参考第1表（年計）より抜粋

　徳島県 90,220 3,480 7,370 19,500 15,160 8,550 1,240 2,040 2,190 2,730 120 2,670 1,430 800 210 2,830 710 410 350 680 520 12,680 

　香川県 354,670 85,660 34,430 40,310 106,880 14,630 2,890 4,140 5,320 5,540 160 3,470 2,760 740 300 6,830 360 720 580 1,190 830 21,360 

　愛媛県 173,480 41,900 13,400 15,850 46,660 8,680 1,370 2,460 2,700 2,830 150 3,960 1,580 640 560 3,630 310 1,270 1,390 720 3,160 17,800 

　高知県 77,860 3,920 7,910 10,010 32,040 4,360 920 660 990 1,680 20 2,670 1,010 350 250 2,130 290 600 270 270 120 5,320 

四国計 696,230 134,960 63,100 85,670 200,740 36,220 6,430 9,300 11,200 12,780 440 12,780 6,780 2,530 1,310 15,420 1,680 2,990 2,600 2,860 4,630 57,160 

全国計 95,027,710 14,262,850 10,911,410 6,779,950 13,229,700 10,573,810 1,701,600 1,917,090 1,382,910 1,520,390 190,420 3,529,440 3,350,750 1,502,610 625,720 3,551,660 1,494,820 743,090 1,500,770 1,018,030 861,640 10,051,160 

（注）1 従業員数10人以上の宿泊施設を対象とした調査である。
 　　 2 塗りつぶしの箇所は延べ宿泊数上位5ヵ国・地域を示す。

　　  3 数値は確定値であり、四国計は運輸局区分の値を引用している。（4県の合計と合わない場合あり。）

（分析結果の概要）

・四国全体でみると、全国に占めるシェアは0.73％である。

・2023年の四国の外国人延べ宿泊者数は、2022年(68,830人）に対して約911.5％の増加となった。

・各県の上位5カ国と構成比（　）は以下のとおりである。

1位 2位 3位 4位 5位

徳島県 香港（22％） 台湾（17％） アメリカ（9％） 中国（8％） 韓国（4％）

香川県 台湾（30％） 韓国（24％） 香港（11％） 中国（10％） アメリカ（4％）

愛媛県 台湾（27％） 韓国（24％） 香港（9％） 中国（8％） アメリカ（5％）

高知県 台湾（41％） 香港（13％） 中国（10％） アメリカ（6％） 韓国（5％）

四国全体 台湾（29％） 韓国（19％） 香港（12％） 中国（9％） アメリカ（5％）
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